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多言語・多文化社会：多多民族国家インドネシアと華人ディアスポラ (ver 3.3 2015-05-07, 3.2 2015-05-01) 

1. インドネシア概要 
インドネシア共和国、首都ジャカルタ、1945年8月17日独立 

人口2億5,361万人（2014年推計、世界第4位）、面積191万平方キロ（日本の5.5倍）、13,466の島々 

2. インドネシアの主な民族集団（かっこ内は言語使用者の割合） 
 スマトラ島北部：アチェ人． 

 スマトラ島北部：バタック人*． 

 スマトラ島西部：ミナンカバウ人． 

 ジャワ島西部：スンダ人（約15%）． 

 ジャワ島中・東部：ジャワ人(約40%）． 

 マドゥラ島・ジャワ島東部：マドゥラ人． 

 バリ島・ロンボック島：バリ人**． 

 スラウェシ島南部：ブギス人． 

 スラウェシ島中部：トラジャ人*． 

 スラウェシ島北部：ミナハサ（マナド）人*． 

 スマトラ島東岸・カリマンタン南岸：マレー人（狭義，約12%）．マレー半島を含む． 

 カリマンタン内陸部：ダヤック人． 

 以上の他に中国人（約300-400万人）． 

 *：キリスト教徒が多い．**：ヒンドゥー教徒が多い． 

3.「インドネシア人」意識の形成 
19世紀：オランダによる植民地支配が浸透する。「オランダ領東インド」の形成。 

 「自由主義」に基づく民間資本によるプランテーション経営は住民の窮乏を招く。 

倫理政策：1901年から1920年代まで． 

 住民福祉の向上を図り、地方分権・原住民官吏養成のため近代学校教育を普及→知的エリート層の中

から民族主義者が誕生→民族主義者たちの独立の要求に対し、オランダは一転して弾圧政策 

青年の誓い 

 1928年10月28日． 

 私たちインドネシアの青年男女にとって、唯一の祖国・民族・言語はインドネシア（Indonesia）である． 

日本軍政期：1942年から1945年まで． 

 1942年．オランダ語の使用禁止． 

独立：1945年8月１７日 

 1945年8月17日、スカルノ初代大統領による独立宣言→オランダは独立を承認せず→オランダとの独立

戦争→1949年12月27日、ハーグ協定でオランダはインドネシアの独立を承認．インドネシア連邦共和国

成立．1950年8月15日、インドネシア共和国成立． 

4. 海外在住の中国人（Overseas Chinese）の呼称 
 「凡そ海水が流れて至る地方では、都に華僑あり。」かつては唐人とも． 

「華僑」=中華，中国．「僑」=仮住まい．海外に移住または在留している中国人で、本国の国籍を喪失してい

ないもの．「衣錦還郷」（故郷に錦を飾る）．1890年代から使用． 

「華人」=「落地生根」（居住地の土に根を生やして生きていく）． 

「華裔」=海外に住む中国人の子孫で，中国国籍を持たないもの． 

表1 海外在住の国別華人人口トップ15 

順位 国 人口 地域 
1. Indonesia* 7,566,200 東南アジア 
2. Thailand 7,053,240 東南アジア 
3. Malaysia 6,187,400 東南アジア 
4. United States 3,376,031 北アメリカ 
5. Singapore 2,684,900 東南アジア 
6. Canada 1,612,173 北アメリカ 
7. Peru 1,300,000 南アメリカ 
8. Vietnam 1,263,570 東南アジア 
9. Philippines 1,146,250 東南アジア 

10. Burma 1,101,314 東南アジア 
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11. Russia 998,000 ヨーロッパ・東アジア 
12. Australia 614,694 オセアニア 
13. Japan 519,561 東アジア 
14. Cambodia 343,855 東南アジア 
15. United Kingdom 296,623 西ヨーロッパ 

出典：NationMaster.com <http://www.nationmaster.com/> 2013-05-07 

*注意：2000年国勢調査によると華人人口は283万人（1.2%）. 

参考：中華人民共和国 1,286,975,468 (July 2003 est.)，台湾 22,603,001 (July 2003 est.)． 

参考：一般に「人口の3%説」．別の計算によると2000年で約300万人（Suryadinata 2003）． 

地縁（出身地）：タイ東南部（潮州）、タイ南部（福建）、インドネシア（広東）、シンガポール・マレーシア・フィリ

ピン（福建）．同郷団体による会館、公所、同郷会．「幇（ぱん）」同業者・同郷者などの相互扶助組合． 

考察：インドネシアにおける華人人口は他の国（たとえばタイ）の華人人口と比べてどのような特徴があるか。 

考察：インドネシアにおける華人は他の民族集団（たとえばアチェ人、ミナンカバウ人など）と比べてどのような

特徴があるか。 

5. 中国の歴史（10世紀から現代まで。枠で囲った年号はインドネシアに関係する年号。） 
960-1279 宋朝．1127-1279南宋．中国南部の開発進展．商業・貿易の飛躍的発展．華僑勢力の登場． 

1271-1368 モンゴル族の元朝成立． 

1293 ジャワに元寇．元の南海進出の一環． 

1368-1644 明朝成立．海禁政策で貿易を国家独占化．日明勘合貿易と倭寇の活動． 

1405-1433 明の鄭和，7度の南海遠征．華僑の南海進出を促進． 

1596 オランダ船，ジャワに到達． 

1644-1912 満州族の清朝成立． 

1740 10月9-10日，バタビアで華僑虐殺事件．中部ジャワ各地で華僑騒乱がおこる． 

1840 アヘン戦争． 

1894-1895 日清戦争．清が破れ，清中心の東アジア国際秩序の崩壊． 

1912 辛亥革命の結果，中華民国の成立． 

1949 中華人民共和国の成立．中華民国国民政府は台湾へ移動． 

1955 バンドゥンで第1回アジア・アフリカ会議（バンドゥン会議）． 

1965 インドネシアで9月30日事件．スカルノ失脚．華人を含む共産党員の虐殺．1967中国と断交． 

1971 中華人民共和国が国連に復帰． 

1978 鄧小平、改革開放政策に転換．「四つの近代化」（農業・工業・国防・科学技術）． 

1979 米中、国交正常化． 

1985 インドネシアと中国が直接貿易再開に関する覚書に調印． 

1990 インドネシアと中国の国交再開． 

2001 中国、中国・ASEAN首脳会議において10年以内のFTA締結に同意（2010年発効）. 

6. オランダ領東インドの成立以前の移民 

1. アラブ人，インド人，のちにはポルトガル人などとならんで中国人商人（海商）が活躍．中国の金，銀，絹

製品などと東南アジアの熱帯産物を交易する． 

2. 居住は港市に限定．イスラム化するものもあり． 

3. 『瀛涯勝覧』馬歓．明朝の鄭和の南海遠征（1413-16，1431-33）に随行．1451年頃に最終的成立． 

 …蘇魯馬益，土地の名で蘇児把牙に着く．その港口は淡水が流れているが，大船はここからは

進みにくいので小船を用いて二十里ばかり行くと始めてそこに着く．ここにも村主がおり，住民を

千軒余り治めている．その中には中国人もいる… 

 …この国には三種の人々がいる．一種はイスラム教徒でみな西方諸国の商人であり，この地に

流れてきたもので衣食その他は洗練されている．一種は中国人でみな広東，福建，泉州の人々

のここに逃れてきたもので，日常生活は清潔で多くイスラム教を信じ，おつとめをしている．一種

は原住民で顔かたちはみにくく，もじゃもじゃ髪であかはだしで鬼教を信じている… 

7. オランダ領東インドの成立以後の移民 
1. 「新来→定住」のサイクル  

 新客（シンケ）=totok．峇々（ババ）=peranakan（←anak）．現地女性との通婚． 

2. カピタン（←ポルトガル語．中国語「甲必丹」）制による自治  

 ポルトガル人やオランダ人は外来の外国人（中国人など）を統治する場合，彼らの中から統率力のある人
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物を選んでカピタンに任命し，法令の伝達，徴税，裁判などに関与させることによって，ある程度の自治を

認め，間接統治をおこなった．17世紀前半にバタヴィアで活躍した蘇鳴崗（Sou Beng Kong）は代表例． 

3. 「複合社会」（plural society）―「人種原理」に基づく社会秩序．社会学者ファーニバルの用語． 

 異なった社会秩序が互いに分離したままで併存して単一の政治的単位を形成している状況．オランダ領

東インドにおいては，最上層のオランダ人，中間層の「外来東洋人」（Vreemde Oosterlingen），最下層「原

住民」（Inlander）の3要素から構成されていた．中間層はオランダの権力を背景に富の蓄積に専念した． 

 中国人と現地住民との同化も進んだが（peranakan）、流入し続ける新来者（totok）の数が常に上回る。 

4. 18世紀にはジャワは東南アジア華僑のセンター 

 1739年のバタヴィアの華僑人口1万人． 

 大量の移民流入→1740年バタヴィアの華僑虐殺事件→中部ジャワの華僑争乱． 

5. 19世紀前半からイギリス海峡植民地（マレー半島、シンガポール）で「海峡華人」が活躍。 

6. 19世紀末～20世紀には大量の中国人非熟練労働者「クーリー」（苦力）の進出 （Chinese Diaspora） 

 Pull 要因：アメリカ・オーストラリアのゴールド・ラッシュ．奴隷解放による低賃金労働者の不足． 

 Push 要因：中国内部の混乱．解禁から開港への転換． 

 補助的な要因：帆船から汽船へ．海上交通機関の発達． 

7. 1930年頃の東南アジアの華僑人口約800万人  

 1. 植民地企業の労働者：錫鉱山，ゴム園など．  

 2. 中間商：植民地資本と現地住民との間を流通部門で媒介する．徴税請負，阿片販売．植民地勢力の

パートナーとして活動→反華僑感情の発生． 

 1854年統治法：ヨーロッパ人と原住民の二分法→1925年に東洋外来人を加えた三分法 

 3. 経営者：成功したのは少数．Oei Tiong Ham（黄仲涵．1866-1924）製糖業；Liem Sioe Liong（林紹良

=Sudono Salim）Bank Central Asiaなど．→政商（cukong）批判． 

 conglomerate: Astra=Soeryadjaya, Lippo=Mochtar Riady, Sinar Mas=Eka Tjipta Widjayaなど． 

8. 民族主義運動から国民国家の形成（20世紀初頭から現在） 
1. 1900年、ジャカルタに中華会館が設立．リー・キムホック（Lie Kim Hok 李金福）．プラナカンの儒教復興と

生活習慣の改善． 

 1901年に「倫理政策」始まる→教育を中心とする「原住民」（pribumi）の福祉向上，官吏登用の道→華人

内部の危機意識． 

 1909年「大清国籍条例」（血統主義）、1910年臣民法（血統主義が潜む出生地主義）． 

2. オランダ派：日本人の地位向上→ヨーロッパ人と同等の地位を求める動き．だが，白人支配体制は容認 

 中国派：中国国内の民族主義運動の影響→中国人としてのアイデンティティーを求める動き→peranakan

的あり方からの脱皮 

3. 一方，インドネシア民族主義は「裏返しの人種原理」に基づく→「インドネシア人」に華人を含まない 

4. 独立後，華人はインドネシアか中国かの選択をせまられる  

 中国→中華人民共和国（1949年成立）と台湾（1950年、国民党政権）．冷戦時代 

 中華人民共和国→国際共産主義運動（→PKI=Partai Komunis Indonesia，反植民地の統一戦線） 

 1955年「二重国籍条約」：イ・中二重国籍者は，いずれかの一方を自らの意志で選ぶ．2年を経過して国

籍を選択しないものは，父親が中国籍であれば中国籍，インドネシア国籍であればインドネシア国籍とみ

なされた．共産党シンパという華僑に対する疑惑を晴らす．「落地生根」 

 WNI=Warga Negara Indonesia（WNI keturunan asing⇔asli）⇔WNA=Warga Negara Asing 

5. スハルト政権期の華人政策 

 Tiong Hoa⇔Cina（蔑称化）．改名． 

 1965年9月30日事件→共産党の禁止．華人を含む党員多数を虐殺． 

 1967年大統領決定1967年第41号で華人文化・宗教活動を禁止． 

 1969年二重国籍条約の廃棄 

 1980年国勢調査：外国籍中国人46万人．中国籍70%．残り無国籍（台湾籍） 

 しかし、SBKRI（Surat Bukti Kewarganegaraan Republik Indonesia国籍証明書）の強要 

 2006年新国籍法：インドネシアでの出生証明書があればインドネシア国籍 

9. 中国とインドネシア・東南アジアの新しい関係 
 1998年、アジア金融危機が深まり、物価高騰のなか5月14日ジャカルタなどで暴動（1998年5月暴動、

Glodok地区の焼き打ち）．5月21日スハルト退陣、ハビビが大統領に昇格． 

 1999年10月20日ワヒド大統領就任． 

 2000年1月18日ワヒド大統領、大統領決定1967年第41号を破棄．公な場における中国的習慣の表象（漢

字の看板）や､伝統行事･宗教行事の開催が解禁． 
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 2001年中国はブルネイの中国・ASEAN首脳会議において10年以内のFTA締結に同意． 

 2003年中国の春節（旧正月）が公式に国民の祝日（Imlek陰暦）となる（孔子生誕551BCEを元年とする）． 

 2005年「鄭和南海遠征600周年」記念．中国の対外的国威発揚． 

10. 中国文化の復活 
1. 儒教の公認（孔子教Agama Khonghucu）．2006年． 

2. nabi （預言者）: 孔子, kitab suci（聖典）：四書五經, tempat ibadah（礼拝所）：klenteng （＜観音寺） 

3. 中国語メディア、中国語学習、イムレック 

4. 印華文化公園（Taman Budaya Tionghoa Indonesia）をタマン・ミニ・インドネシア・インダ公園（Taman Mini 

Indonesia Indah, TMII）の中に建設開始．2006年に門などが完成．継続中． 
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